
     東京都選手権大会二次トーナメント二回戦     狛江高校  

           3(延長)2で死闘(リベンジ)を制し、二年連続東京都ベスト 16      

 

 10月 7日、待ちに待った選手権二次トーナメント     狛江高校が、秋晴れの駒沢補助グ

ランドで行われました。二次トーナメント進出を決めて三週間は、全て 11月 5日(日）に

西ヶ丘競技場に立つために準備をしてきました。そして、この日は何よりも子どもたちは

インターハイ予選のリベンジマッチに燃えていました。 

 立ち上がりから片倉守備陣の背後を狙う攻撃からチャンスを見出す狛江に対し、こちら

はプレスを速め球際の攻防戦で優位に立ち、そこからパスで狛江守備陣を崩しにかかりま

す。すると、右サイドで奪取したボールから粘ってチャンスを作り先制点に結びつけま

す。その後も何度か作った決定機はゴールを捉えることはできませんでしたが追加点の匂

いを残して前半を終えました。 

 後半は、一点を追う狛江高校が優位に立ち一進一退の展開に。お互い決定機を決められ

ず時間が経過。しかし、残り 5分を切ったところで、交代選手が起死回生の同点ゴールを

決め 1−1 となり延長戦へ突入‼︎ 

 延長戦は、足の止まってしまった狛江高校に果敢に攻めます。すると、延長前半終了間

際に GKが蹴ったボールが FWに当たり無人のゴールへ。粘る狛江高校は延長後半にループ

シュートが決まり再び同点。PK合戦も視野に入れましたが、残り時間 3分にスルーパスか

ら抜け出し最後は相手 GKを交わして決勝ゴール。100分間の死闘を制して次戦へ駒を進め

ることができました。 

  

これで二年連続で東京都ベスト 16‼︎ 

次の対戦相手は明法高校です。名門暁星高校に勝利したテクニシャン揃いのチームです

が、総力戦で闘い勝利を掴みたいと思います。引き続き応援宜しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

 


